
●パナソニック環境エンジニアリング西日本支店
（６月日）

●西松建設西日本支社
（６月日）

●不動テトラグループ
（６月日）
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（１５） 第三種郵便物認可年（令和７年）６月日＜火曜日＞

　木村博規支社長＝写真
＝は、昨年度の関西地区
の安全成績について「芳
しいものではなかった」
とし、「災害なく安全に
施工した建設物をお客さ
ま、社会に届けるのがわ
れわれの使命だ。本年度
こそ改めてゼロ災の達成を目指し、皆さんと共にまい
進していく」と決意を述べた。
　安全と品質を最優先に捉え「例えば、高所作業で安
全帯をしているから安全だではなく、そもそも危険な
作業をなくし、高所作業とならない工事を計画するこ
とが大事」と強調し、個人が保護具に頼るのは最終手
段であるとの認識を共有した。
　来賓で出席した大阪中央労働基準監督署の野清司
安全衛生課長は、墜落・転落災害の防止、熱中症予防
対策を徹底するよう呼びかけ、「労働災害防止の重要
性を改めて確認し、安心して働ける職場環境づくりに
努めてほしい」と求めた。
　中央安全衛生委員長賞や支社長賞の表彰式の後、安
全の誓いを唱和し、無事故・無災害を誓った。

　小野勝代表取締役社長
＝写真＝は、協力会社の
現場支援に謝意を示すと
ともに、「今後も労災ゼ
ロを目指す」と決意表明。
安全確認と即時停止の徹
底を求め、現場での安全
意識向上と連携強化の重

要性を訴えた。
　続いて藤原詔司執行役員西日本支店長は、「安全は
全ての業務の基礎だ」と強調し、西日本支店の年
度の安全重点取り組みを紹介。さらに、「経験不足や
疲労などヒューマンエラーの要因を理解した上で対策
を講じてほしい」と呼びかけた。
　大会では、安全に貢献した協力会社を表彰した他、
全社、西日本支店、近畿営業所など各所の安全活動方
針をそれぞれ説明。また三宝電機執行役員の朝日奈芳
隆氏が安全宣言を行い、無事故無災害に向けて決意を
新たにした。

　あいさつに立った不動
テトラの野口繁良大阪支
店長＝写真＝は、「建設
資材などの物価高騰や人
手不足など厳しい事業環
境が続いているが、今後
も全社一丸となり社業の
発展に取り組んでいく」

とあいさつ。
　また、昨年度の労働災害の発生状況を報告し、「作
業員の危険意識の欠如やヒューマンエラーが労働災害
の要因となっている。軽率な行動や近道行動をしない
よう、繰り返しの指導をお願いしたい」と呼びかけた。
　大会には人が出席。記念講演として元プロ野球
選手の矢野燿大氏が講演した他、安全研修などが行わ
れた。
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